
9ＣＨＩＢＡ ｋｅｉｋｙｏ・Ｎｏ４２２

　「健康経営」って聞いたことがあります

か？何やら「ブラック企業」の反対の「ホ

ワイト企業」のようなニュアンスですが私たちに

も関係があるのでしょうか？

　経済産業省が、「企業」「協会けんぽ」「健

康保険組合」と連携して推進している事業

です。

　企業で働く従業員が元気で働き続けていくこと

ができるよう、さらに増大する医療費を抑えるこ

とが大きな目的の事業です。医療費が増えること

は従業員や各企業の負担増大につながり、経営に

も悪影響を与えます。

　日本は少子高齢化により、働くことができる

「生産年齢人口」が減少し、労働力確保のために従

業員の雇用延長を積極的に図っている状況です。

その上「従業員やその家族が健康」でないと生産

性が落ち、有能な人材の確保にも悪影響を及ぼし、

人材の定着率の悪化につながります。

　現在、医療費の支出が異なるため、健康保険料

率は各県ごとに設定されています。保険料が一番

高い県は佐賀県の10.33％、一番低い県は意外な

ことに新潟県の9.79％、我が千葉県は9.93％と割

合低い保険料となっています。

　このたび医療保険制度改革により、平成30年4

月から医療保険者の健康保険料率に係るインセン

ティブが導入されることになります。具体的には、

健診受診率や事業者健診データ提供率、特定保健

指導の実施率、重症化予防対策などの実施状況に

より、健康保険料率の引上げや引下げが行われる

ことになります。

　そのためでしょうか？一定規模以上の企業には

「協会けんぽ」の事業にご協力下さいとの案内通知

が届いています。私たち社会保険労務士にも顧問

先企業に行ってご協力要請をしてくださいと社会

保険労務士会からの依頼が来ております。　

　超高齢化社会に向けて、医療費の増大を予防し、

「生涯現役」のためにも取り入れたいですね。 

　「健康経営」を始めたいと思いますが、

どのように始めたら良いのでしょうか？ま

た、見本になるような企業はないのでしょうか？

　まず、経営のトップが従業員の健康を経

営課題としてとらえることが第一です。

下記のような体系になっています。

①経営理念・方針に明記

②組織体制づくり

　必要であれば専任職員または兼任職員をおく

　担当者に研修の実施

③制度・施策を実行する

　(1)従業員の健康状態を把握する

　(2)計画(成果目標)を立てる

　(3)計画に従い施策を実行する

　(4)健康保険組合・協会けんぽなどと連携する

④取組を評価する

　次の取り組みに生かせるようＰＤＣＡを回す

　さらに、「健康経営銘柄」もあります。東京証券

取引所に上場している企業の中から「健康経営」

の取り組みが特にすぐれた企業を選定しています。

健康経営の評価は、前掲の①～④＋法令遵守とリ

スクマネジメントが適正にされているか、によっ

て判断されます。

　投資家の好みにもよるかと思いますが、健康経

営企業の評価が低い事は考えられず、現に健康経

営に取り組む企業は増加し、健康経営の認知や外

部評価を通じて取組を一層推進しようとする動き

が着実に拡大しています。

　企業にとって、従業員の健康維持・増進を行う

ことは、医療費の適正化や生産性の向上、企業の

イメージアップとなり、「健康経営」を行うことは

「コスト」ではなく将来に向けた「投資」ととら

えたいですね。
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